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１．概要（Summary） 

近年脳機能の動作原理をナノ材料ネットワークの電荷

移動を用いて模倣し、効率的な演算処理を行うシステム

が注目されている。我々はナノ材料ネットワークの特長で

あるランダム性、自己組織性を演算機能として抽出し、主

にソフトウェアで運用されているリザバーコンピューティン

グ(RC)演算部分を物理現象で置換した情報処理ハード

ウェアシステムの開発を目指している。本支援ではナノ物

質ネットワークに多入出力演算システムを導入する

ため、利用希望装置を用いてマイクロスケール多極電

極を作製する。ポリアニリン、カーボンナノチューブ

/ポリ酸、Ag2Seナノワイヤー等多様なナノ材料を用い

て演算性能を調べる。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置, UHV10元スパッタ装置, スピンコ

ーター, 電子線描画装置(50kV), マスクアライナー 

【実験方法】 

リソグラフィ―法を用いてシリコン酸化膜上にナノ―マイ

クロスケールの多電極を作製した。電極の幅、サイズによ

って描画装置を適宜変更し、レジストパターンを構築した。

スパッタ装置を用いて電極を製膜し、完成した電極パター

ンの上から各ナノ材料をキャストしてネットワークを形成さ

せた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ポリアニリンを用いた結果を示す。AFM の結果から、ポ

リアニリンがネットワーク構造を形成することが示された。

I-V 測定で得られた曲線は非線形性を示し、ヒステリシス

が存在することからダイナミクスを有することが確認された。

このデバイスに FFT 処理した音声信号を入力し、学習・

分類をした結果、7割近くの音声を正しく分類できた。 

 

Fig. 1 a. Optical and AFM images of Polyaniline network on 

Au microelectrodes. b. Voice classification results. 
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